
編集後記  

●今日は投票日という嵐の後の静けさの中，つくづく  

思うのは，日本人は包括的に問題を捉えることをしな  

いなぁということ．小泉政権の4年間で，日本の財政  

赤字は540兆円から780兆円に膨張している．いとも  

あっさりと国債発行の上限設定公約を破棄し，国債を  

郵貯に押し付け続けたのが，当の小泉首相．民営化後，  

金利が上昇して国債が暴落すれば，150兆円規模の国  

債を抱える郵貯が真っ先に潰れる．そして，この危険  

に関しては，野党諸党も含めて一言も語られない．せ  

めてORを生業の道具とする我々だけでも，自分の居  

る場で様々な問題に対する包括的な問題把握・分析・  

解法を確立し，モノを考えるプロとして情報発信を続  

けていくと同時に，OR能力に秀でた人材を育ててい  

く必要があるなぁと自戒すること頻り．  

●そうした観点からも，来秋で記念すべき100回を数  

える研究発表会の束し方を振り返る今回の特集は，時  

宜に適っている．三浦論文は，過去50年間のテーマ  

分析を行い，OR学会が社会的変化にどう対応してき  

たかをデータで示している．三通論文は，信頼性研究  

の変遷を追跡し，システム構築が多くの技術領域に跨  

ることに対応できる学際研究の重要性を説いている．  

枇々木論文は，米欧に遅れをとってきた金線卜、γニ分野  

で，追い付き追い越せと努力してきたH本人研究者の  

息遣いが伝わるようで興味深い．大津論文は，研究発  

表会の学生に対する教育効果を論じ，学生諸君には貴  
重なアドバイスとなる内容になっている．′、打術的には  

評価されないかもしメtか－テーマに対し，労を敵わず  

取り組まれた執筆者諸氏に敬意を表する．（住田 潮）  
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